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 製品・サービス動向-国内                 

■フォースメディア、低コストマルチベンダー対応

TV会議専用レコーダーを発売 

 株式会社フォースメディア（東京都品川区）は、マルチベン

ダー対応 TV 会議専用レコーダー「TV 会議録画 Station」を

9 月 8 日発表。同社の法人向けオリジナルブランド

「Biz-Force(ビズフォース)」第一弾の製品。 

 

TV会議録画Station(フォースメディア資料) 

 TV 会議録画 Station は、テレビ会議の模様を録画・保

存・再生することが可能で、ライフサイズ、ポリコム、ソニー、

タンバーグ各社のテレビ会議システム用に対応している。 

 「テレビ会議用の録画装置というと、既にメーカー純正テ

レビ会議レコーダーが市場では提供されている。もちろん、

メーカー純正テレビ会議レコーダーは、テレビ会議に特化

しているだけあって、複数の会議セッションを同時に録画

するなど、録画・再生とも高機能である。しかし、非常に高

価である。一方、当社の TV 会議録画 Station は、HD や

予約録画、またストリーミングなどの機能は提供していな

いが、テレビ会議の録画と再生の基本的な機能に絞り、メ

ーカー純正テレビ会議レコーダーに比べ一桁少ない 78

万円からという低コストを実現した。」（フォースメディア） 

  フォースメディアによると、テレビ会議向けの録画機能

の用途としては、会議議事録、遠隔講義等の録画・再生、

コンプライアンスの為の記録・保管、研修用コンテンツとし

て再利用などがあるという。 

「録画機能を追加することでテレビ会議

は企業内や学校などでもっと有効に使える

と思う。今回低コストの録画製品を出すこと

で、テレビ会議向け録画の需要をさらに喚

起したいと考えている。」（フォースメディア） 

 TV 会議録画 Station は、最大録画解像度

は、D1(720 x 480/30fps) で、その他にも

4CIF など複数の解像度に対応。映像圧縮

方式は、H.264、録画ファイルフォーマット

は、AVI 形式となっている。また録画された

ファイルは、TV 会議録画 Station に内蔵し

ている 6TB(RAID5 時)ハードディスクに保存

され、保存可能時間は、約 12,000 時間

（H.264 時）となっている。「この録画時間は、
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メーカー純正テレビ会議レコーダーよりもさらに長い録画時

間を保存できる。」（フォースメディア） 

 

録画操作画面（フォースメディア資料） 

 

再生操作画面（フォースメディア資料） 

 テレビ会議の録画については、ネットワーク上の PC ブラウ

ザーからTV会議録画Stationにログインして操作する。それ

から録画操作を行うための画面を開くと、録画開始や一時

停止、停止などのボタンが見える。そこで、録画の開始の場

合は、録画開始ボタンをクリックすることで録画が始まる。終

了したいときは、今度は、停止ボタンをクリックすることで録

画が終了する。そうすると、後で視聴したりするための録画

ファイルが作成される。 

作成された録画ファイルは、管理しやすいように、専用フ

ォルダを作成したり、録画ファイルのファイル名をわかりやす

いファイル名に書き直したりすることが可能。その際には、フ

ァイル管理ツール「Web File Manager(ウェブファイルマネー

ジャ)」を使用する。 

なお、前頁の資料「TV 会議録画 Station 接続図」のよう

に、TV 会議録画 Station（ストレージユニット部）は、インタ

ーフェイスユニットを経由してテレビ会議システム端末に

接続する。従って、録画される画面は、TV 会議録画

Station が接続されたテレビ会議システムの受信映像と音

声となっている。 

 一方で、録画されたファイルを視聴（再生）する場合は、

以下の手順になる。まず TV 会議録画 Station にログイン

し、そのファイルが保存され一覧で管理された画面をまず

開く。そうすると、今までに録画されたファイルの一覧が表

示される。そこで、その中から視聴したいファイルを選択し、

自分のローカル PC にダウンロードする。再生する際には、

「Windows Media Player」もしくは、「QNAP Player」を使用

する。 

  録画ファイルについてはひとつ注意点がある。つまり、

ひとつの録画ファイルは、TV 会議録画 Station の時刻を

基準とした 00 分から 59 分の区切りで作成されるという点。 

たとえば、会議開始が 9 時 00 分で、会議終了が 9 時

55分の場合、ひとつの録画ファイルが作成されるが、一方

で、会議開始が 9 時 30 分で、会議終了が 10 時 25 分の

場合は、２つの録画ファイルが作成されることになる。つま

り、9 時 30 分から 9 時 59 分の録画ファイルと 10 時 00 分

から 10 時 25 分の録画ファイルとなる。 

長時間の録画の場合録画ファイルが複数になるが、再

生時に Windows Media Player もしくは、QNAP Player の機

能を使用することで、複数の録画ファイルを連続で再生す

ることもできるため、視聴者の側から見て操作上の面倒さ

はないという。「また自分の PC にダウンロードして視聴す

る方式のため、ダウンロード後は、いつでもどこでも好きな

ところで再生できるのが利点だと思う。」（フォースメディア） 

TV 会議録画 Station の本体サイズは、W180 x D235 x 

H177。重量は、4.65kg。インターフェイスユニットは、W 

98.9 x D118 x H32.1。重量は、335g。テレビ会議用インタ

ーフェイス（映像）は、BNC Compositeのため、必要に応じ

て変換アダプタ（同梱）などを介してテレビ会議端末の出
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力端子と接続する。 

TV 会議録画 Station は、9 月下旬より販売開始した。価格

は、78 万円（税別）～。製品購入後 3 年間の製品保証と 3

年間のオンサイト保守をパッケージして提供。また、別売の

QNAP 社 NAS を利用することにより、リモートレプリケーショ

ン機能にてデータのバックアップを構築することも可能。 

 「TV 会議録画 Station の次回以降のバージョンでは、ストリ

ーミングやアップルの iPod 対応なども検討している。ユーザ

ニーズを見極めながら TV 会議録画 Station を進化させてい

きたい。また一緒に TV 会議録画 Station を販売していくパ

ートナーも開拓したいと考えている。」（フォースメディア） 

 フォースメディアは、2010 年 1 月 22 日に設立。事業内容

は、海外グローバルブランドやエレクトロニクス製品の輸

入と販売を手がけるとともに、自社オリジナルブランド

「J-Force」（コンシューマ向け）と「Biz-Force」(法人向け)

による製造と販売も行っている。また、今年 6 月には、米

国ライフサイズ社国内総代理店である株式会社日立ハイ

テクノロジーズ（東京都港区）と販売契約を締結し、国内

正規販売リセラーとしてライフサイズ社ビデオ会議システ

ムの販売を開始している。（6 月 28 日） 

 

■ニューロネット、Web 会議アプライアンスサー

バーとパッケージ提供を開始 

 ニューロネット株式会社（東京都渋谷区）は、「SaaSBoard

アプライアンスサーバー」と、「SaaSBoard パッケージ」の提供

を開始すると発表。（9 月 2 日） 

  SaaSBoard アプライアンスサーバーは、ニューロネット指

定のサーバ用ハードウェアに Web 会議 SaaSBoard を設定し

た専用サーバを提供する。導入したユーザは、社内のネット

ワークに接続して運用できる。 

  「近年、クラウドコンピューティングや SaaS が徐々に浸透

してきているが、情報漏洩懸念や自社独自の運用の面から

自社内に設置したいという要望も根強く、そういった声に今

回答えた。」（ニューロネット） 

 アプライアンスサーバーは、３つのタイプを提供する。 

（１）「SaaSBoard/Collabo アプライアンス」：同社選定の 

サーバ用ハードウェアに、ID 型 Web コラボレーションシス

テム「SaaSBoard/Collabo」とユーザが指定する ID 数を設

定。ID 数は、100ID 以上 1,000ID まで設定可能。月額費

用は、2,000 円 X ID 数。 

 （２）「SaaSBoard/Room アプライアンス」：同社選定のサ

ーバ用ハードウェアに、会議室型 Web 会議システム

「SaaSBoard/Room」を、ユーザ指定の Room タイプと Room

数を設定。たとえば、100 名同時利用できる Room100 を 1

室、同 50 名用 Room50 を 3 室、同 18 名用 Room18 を 8

室というように設定できる。トータルの収容人数が 50 以上

500 まで設定可能。前記の場合は、394 人収容することに

なる。月額利用料は、1,200 円×収容人数。 

（３）「Collabo/Room 複合アプライアンス」：同社選定のサ

ー バ 用 ハ ー ド ウ ェ ア に 、 前 述 の ID 型 の

SaaSBoard/Collabo と会議室型 SaaSBoardRoom を一緒に

提供するもの。その際には、SaaSBoard/Collabo には、ユ

ーザ指定の ID 数を設定し、また SaaSBoard/Room には、

ユーザ指定の Room タイプと Room 数を設定する。Collabo

の ID 数と Room の収容人数の合計が 50 以上 500 まで設

定可能。月額利用料は、2,000 円×ID 数＋1,200 円×収

容人数。 

 いずれのタイプも初期費用 500,000 円（初回のみ）。ま

た設置費用については、別途見積が必要になる。利用条

件は、100Mbps 以上の専有 LAN での使用。3 年契約、4

年以降は月額利用料半額となっている。 

 一方、SaaSBoard パッケージは、ユーザ企業が指定する

データセンターへ SaaSBoard ソフトウェアをパッケージ導

入するもの。 

  SaaSBoard/Collabo パッケージであれば、1,000 ID 以上、

SaaSBoard/Room パッケージであれば収容人数 500 以上、

Collabo/Room 複合型であれば、ID 数と収容人数の合計

が 500 以上の要望に対応する。価格は規模によりボリュー

ムディスカウントで提供する。 

 「携帯電話のように、Web 会議がいつでも必要な時に使
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えるように、全社員に ID を割り当てる大規模ユーザも増えて

きている。また、社内の会議室がいつも予約で満室で必要

な時に利用できない企業もふえてきている。こういったユー

ザのために、顧客が指定するデータセンターへ SaaSBoard

ソフトウェアパッケージえお導入し、プライベートクラウド構築

を支援する。」（ニューロネット） 

今回発表したアプライアンスサーバーとパッケージとも、契

約からサーバ導入調整、引き渡し、運用サポートまでワンス

トップで提供するという。 

 

 製品デモレポート                      

■ポリコムジャパン、OTX 300 バーチャルデモ実

施、デザイン刷新、最新コーデック搭載、自動昇

降型コンテンツモニタの他に、相手を３Ｄのよう

に立体的に映し出す効果のリアウォールを採用 

新しいテレプレゼンスソリューション「Polycom OTX 300」を

７月下旬に発表したポリコムジャパン株式会社（東京都千代

田区）では、実機の設置を来年の１月に控え、現在、30 分ほ

どの OTX 300 のバーチャルデモを定期的に実施している。

そこでＣＮＡレポート・ジャパンの橋本（筆者）は、9 月 10 日

に開催されたデモに参加した。 

 Polycom OTX 300（ポリコムジャパン資料）OTX 300 は、実

際にはまだ日本には設置されていないため、アメリカ アン

ドーバーの Polycom OTX 300 が設置されている部屋から、

ポリコムジャパンに設置されている「Polycom TPX」に接続し、

その部屋にいるアメリカ人 2 人のスタッフから OTX 300 の概

要の説明を受けた。もちろん、アメリカ人スタッフ側の OTX 

300 内蔵の固定カメラのみでは、日本側から画面を通して見

えるのは OTX 300 の椅子に着席している彼ら２人のみであ

るため、OTX 300 が設置されている部屋全体が見えるように、

別の外部カメラ２台からの映像を切り替えて写しＯＴＸ 300

の説明を行った。 

OTX 300 は、設置や移転が簡単なモジュラー式システム

で、TPX の後継システムになるという。H.264 ハイプロファイ

ルや 1080p 解像度やステレオ音声、パケットロスリカバリー

（QoS）などに対応し、また、OTX 300 でテレプレゼンスを

行わない時は、通常の会議室としても使え、オフィススペ

ースの有効活用にもつながる。現行の TPX と比べ性能や

機能が強化され、従来よりもさらに TCOの削減も実現でき

る。とりわけ、H.264 ハイプロファイルにより使用帯域を半

減できる点は大きい。加えて、既存の 200 万台の国際標

準に対応したビデオ会議システムとの接続はもとより、主

要なユニファイドコミュニケーションプラットフォームとの接

続もサポートされている。 

  日本側から画面を通して見えてきた OTX 300 は、まず

65 インチのスクリーン 3 面と、6 人掛けのテーブルだ。また

別の外部カメラに切り替えてもらうと、その 6 人掛けの椅子

の背面に設置されているリアウォールなども見える。説明

によると、天井には OTX 300 に最適化されたシーリングマ

イクやライティングも設置されているという。 

Polycom OTX 300(以下、ポリコムジャパン資料) 左側か

ら、３つのスクリーン、テーブル、そして右端には、リアウ

ォール。また天井には、ライトとシーリングマイク（ライト

とライトの間に見える）が見える。 

OTX 300 の標準タイプは、全体的に、スクリーンやテ

ーブル、椅子または天井や壁もふくめ白色系を基調とし

たデザインで、未来的（futuristic）な印象を持たせる。木

目色が基調の「Polycom RPX」や「Polycom TPX」といった

今までのポリコムテレプレゼンスのイメージとは一線を画

す観がある。ちなみに、テーブルのカラーは変えられるよ

うにはなっている。 

まず興味を引いたのは、6 人席のテーブルが前方の 3

つのスクリーンのうちの真ん中のスクリーンとつながってい

る点だ。RPX や TPX は、スクリーンとテーブルはつながっ

ていない。一見なんでもなさそうなこのテーブル設計だが、
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相手側も OTX 300 の場合、同じテーブルを共有していると

いう同室感を出すためのひとつの工夫だという。 

また、テレプレゼンスでの会議を行わない時は、スクリー

ンとテーブルの間に 4 席追加することで 10 人掛けの会議卓

に変身する。RPX や TPX でもこの点は同じだ。その際の遠

隔地の参加者を映し出すためのスクリーンは、プロジェクタ

ー用のスクリーン代わりに使える。オフィススペースの有効活

用を考えた場合、これは一石二鳥的な使い方を提供してい

るといえる。またテーブルは、RPX や TPX のテーブルに比

べ、書類など広げやすくなったようだ。 

 

Polycom OTX 300 使用イメージ 

 
Polycom OTX 300 使用イメージ RPXやTPXと比べテーブ

ルが広くなり、書類やPCの作業がよりしやすくなった。 

 テーブルについてはまだ面白い点がある。それは、テーブ

ルに装備されている 21.5 インチサイズのモータ駆動式の自

動昇降型コンテンツモニターだ。RPXやTPXのコンテンツモ

ニターは手動開閉だったが、OTX 300 では、この点が自動

開閉になった。このコンテンツモニターの自動開閉は、細か

いところだが、痒い所に手が届く機能だと思う。 

余談だが、その開閉の様子を例えると、その昔筆者が

子供の頃人気のスーパーカーのひとつであったランボル

ギーニーカウンタックの自動で開閉するヘッドライトを思い

出す。OTX 300 のコンテンツモニターは、カウンタックのラ

イトのようにテーブルの中から顔を出す。コンテンツモニタ

ーの開閉を見ながらそういったことを思い出した。 

ところで、そのコンテンツモニターの横には、複数の端

子を揃えた電源や LAN ポートを格納したところがある。コ

ンテンツモニターを使ったデータ会議には、パソコンを使

用するのが一般的だが、そのための PC の電源や LAN ポ

ートを簡単に利用できるようになっている。これによって、

長い延長コードなどを準備する必要もないし、またテーブ

ルの上や下での配線もすっきりする。 

テーブルには、この他、タッチパネルがある。このタッチ

パネルで、OTX 300 のビデオコールの開始や終了などが

行える。これは、ＲＰＸや TPX のタッチパネルと同じようだ。

ポイントツーポイントだけでなく、多地点接続のコールにお

いても参加端末をタッチパネル上で選択するだけで、簡

単に通話を開始できるようになっている。なお、この OTX 

300 による多地点接続については、「Polycom RMX」を通

して接続される仕組みになっている。 

さて、次に OTX 300 の後方に目を転じると、白色のリア

ウォールが見えてくる。このリアウォールは、OTX 300 環境

における音響効果や全体的なデザインの統一感を出す

目的がある。 

リアウォールの表面は、起伏のあるストライプデザインが

施されており、この波状の起伏が３Ｄ効果を実現している。

実際、ポリコムジャパンの TPX の画面から見ていると、

OTX 300 の説明をしていただいているアメリカ人スタッフ

が３Ｄのように画面上に浮き上がっているように見えた。 

一般的に3D映像というと専用のメガネをつけることが多

いが、この OTX 300 による 3D 効果は、専用のメガネを必

要としない。起伏のあるリアウォールの前に人が座り、それ

を、映像を通して見ると、その人物が 3Ｄのように浮かび上
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がる仕掛けになっている。ポリコムとしては、こういった 3Ｄ効

果によって会議環境をよりリアルに近づけることで、会議の

臨場感及び生産性向上に貢献できると考えている。なお、こ

のリアウォールは、OTX 300 用のライトと同様にオプションで

提供されている。 

今回バーチャルデモを拝見して改めて思うのは、テレプ

レゼンスというのは、単にコーデックやスクリーン、テーブル

や椅子を組み合わせればよいというものではなく、テレプレ

ゼンスを行う会議室の全ての要素、つまり、コーデックやスク

リーンだけでなく、部屋全体の統一感や雰囲気なども考えな

ければならないということだろう。 

それは、人間が使うシステムだからだ。遠隔会議システム

を使いこなしたり、また会議の生産性を高めたりするにはと

ても大事な視点だと思う。 

  OTX 300 のデモを今回拝見することで、あらためてその

感を強めた。今回はバーチャルなデモであったため、OTX 

300 を“実感”することはできなかったが、OTX 300 の特長を

プレビューできる機会がもてて良かった。 

 

 業績発表-海外                      

2010 年第 2四半期(4 月-6 月) NASDAQ上場企業 

■ポリコム（米国） 

Polycom売上推移
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  米ポリコム社は、第 2 四半期の業績発表を 7 月 15 日に

行った（業績発表は、ストリーミングと電話会議により行われ

た。）。それによると、第二四半期の売上は、2 億 9500 万ド

ルで過去最高の四半期売上となった。この売上は、前四

半期から 7%増で、また前年同期比 28%増。またキャッシュ

フローは、50 四半期連続でプラスに推移し、この四半期

での現金残高は、4 億 8500 万ドル。無借金経営。 

  製品別売上では、ビデオ会議システムが 53%、ネットワ

ークシステムが 14%、音声会議システムが 33%。 

  地域別の売上では、北米が 49%、EMEA(欧州中東アフ

リカ)が、25%、アジア太平洋が 22%、ラテンアメリカ（CALA）

が 4%。 

 今期の特徴としては、まず製品関連では、（１）ビデオ会

議の販売の加速、（２）テレプレゼンス製品において過去

最高の売上を達成、（３）音声製品について約６年ぶりに

売上が急速に増加など。一方で、地域別に見た場合、

EMEAとアジア太平洋地域の売上が前四半期に比べ2桁

の伸びを見せた。その中で、アジア太平洋地域の売上は、

過去最高を記録したという。 

  ポリコムでは現在、顧客中心（customer centricity）の

考えをベースに、（１）新たな人材採用などを含めたセー

ルス部門の強化、（２）ソリューションなどを展示したエグゼ

キュティブブリーフィングセンタの設置（世界43ヶ所）、（３）

プロフェッショナルサービスの提供、（４）UC パートナー企

業やサービスプロバイダーとの連携強化、などを実施して

いる。たとえば、UC パートナーとの連携によるユーザ案件

については、そしてそれに伴う売上がポリコム全体の売上

の 16%に達しているという。 

同社が展開しているこれらの Go to market 戦略や The 

Polycom Open Collaboration Network パートナー（UC ベ

ンダー）の展開が実を結びつつあるという。 

 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く） 
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 セミナー・展示会情報                            
＜国内＞ 

■検討企業様対象 「iPad 体感セミナー」     

～iPad を使うと会議はどう変わるのか？～ 

日時：10 月 5 日（火） 15:30～17:00(受付：15:15) 

会場：ブイキューブ本社 デモンストレーションルーム 

主催：株式会社ブイキューブ 

詳細・申込：

http://www.vcube.co.jp/secret_seminar/0830_1546.html 

 

■Web会議の利用がイメージできる無料デモセミナー 

日時：>東京 10 月 13 日（水）15:00～17:00 

> 横浜 10 月 6 日（水）15:00～17:00 

> 大阪 10 月 14 日（木）、20 日（水）、28 日（木） 

＊全て時間は、15:00～17:00。 

場所：東京、横浜、大阪オフィス 

主催：株式会社エフ・シー・エス 

詳細・申込：http://costsaver.jp/index.html#seminar 

 

■会議の効率化を実現！『ConforMeeting 無料体験セミナ

ー』 定期開催 

日程：2010 年 10 月 6 日（水）、13 日（水）、20 日（水）、27 日（水）  

※全ての日程で 14:00～15:00、16:00～17:00 の 2 回開催 

会場：NEC 情報システムズ 本社（東京都港区） 

主催：NEC、NEC 情報システムズ 

詳細・申込：
http://www.nec-nis.co.jp/topics/event/conformeeting/seminar.html 

 

■Web会議 体験型ミニセミナー  

～導入のポイントとは？品質実感プログラムのご案内 

日時：10 月 7 日（木） 15:00～16:30（受付開始 14:40～） 

会場：東京本社、関西支社（大阪） 

主催：ITX 株式会社 

詳細・申込：http://www.web-kaigi.com/event/ 

 

■Web会議/WebコラボレーションSaasBaord無料セミナー

『クラウドコンピューティング時代における劇的経費削減の

方法』 

日時：10 月 22 日(金)  13:30～17:00（13:00 開場）   

会場：渋谷区商工会館 ２F セミナー室 

主催：ニューロネット株式会社 

共催：ライド株式会社 

詳細・申込：http://www.neuronet.co.jp/seminar/formservice.cgi 

*ニューロネットの Web 会議サービス SaaSBoard と、ライドの

SpeeverGW と SaasBoard の統合事例の紹介、Ｑ＆Ａフリーディスカ

ッション、そして終了後は、懇親会（実費：\3,000～\5,000 程度。希

望者のみ。) 

 

■IT pro EXPO 2010 ビジュアルコミュニケーション 2010 

日時：10 月 18 日（月）～20 日（水） 

会場：東京ビックサイト東４－６ホール 

主催：日経 BP 社 

詳細・申込：http://itpro.nikkeibp.co.jp/expo/2010/vc/index.shtml 

*展示と、講演(ビジュアルコミュニケーションフォーラム）。講演では、

シード・プランニングの市場動向の講演あり。 

 
＜海外＞ 

 

■VCI-Group 

First Annual Conference - Light the way 

日時：10 月 3 日-6 日  

会場：米国フロリダ州、フォート ローダーデール 

主催：VCI-Group(ユーザグループ） 

詳細・申込：http://www.vci-group.org/events/agenda.aspx 

*テレビ会議ユーザ団体によるカンファレンス。 

 

■The Business Communications Strategies Summit 

日時：10 月 4 日-5 日 

会場：米国ワシントン D.C. 

主催：UBM TechWeb 

詳細・申込：http://www.enterpriseconnect.com/summit/ 

*招待参加者のみの有料カンファレンス。ただし参加希望の場合

はサイトから申込を行う。 

 

■The WR CSP Summit - Boston 2010 

会期：10 月 12 日 

会場：アメリカ マサチューセッツ州 Hilton Boston Logan 

主催：Wainhouse Research, LLC 

詳細：

http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming

&event=333 

 

 編集後記                            
今回もお読み頂きまして有り難うございました。 

 

昨日ソニーが HD 対応オールインワン一体型のビデオ

会議システムの新製品を発表しました。機能を拝見すると

低コストで一体型でありながら、結構いろいろなシーンや

使い方ができそうだなという印象を持ちました。 

その他では、注目したのが、シャープによるテレビ会議

とＷｅｂ会議をクラウドで提供する事業会社の設立、また、

ブイキューブなど日本のWeb会議ベンダーの海外への展

開、一方、海外になりますが、アバイアによるビデオ会議

製品の発表やスカイプとの提携、また、シスコシステムズ

は、最近スカイプ買収の噂があり一時話題になりましたが、

今度は、来月 10 月にホームテレプレゼンスの発表がある

との話も聞こえてきています。 

スカイプなどのフリーの VoIP と遠隔会議の連携やコン

シューマ向けのテレプレゼンスがどうなっていくのか、ここ

ら辺がこれから数年市場動向を見ていく上で、ポイントに

なるのかもしれません。 

 

上記関連の記事は次号以降掲載していく予定です。 

次回もよろしくお願い致します。   （橋本啓介）  
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